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永
え い

遠
え ん

に， 
そして 

ローリー・リース
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

いつも
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このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ジェームズは一
ひと

人
り

でベッドの上
うえ

にす
わりました。家

いえ

はとても静
しず

かに感
かん

じました。赤
あか

ちゃんの妹
いもうと

，ロージーがい
なくてさびしく思

おも

いました。ロージーは
つい最

さい

近
きん

なくなったのです。まだ生
う

ま
れて 2 週

しゅう

間
かん

でした。
ジェームズはお母

かあ

さんが部
へ

屋
や

にいるのを見
み

つ
けました。ロージーの空

から

のベッドを見
み

て，悲
かな

しくな
りました。
「お母

かあ

さん」と，ジェームズは静
しず

かな声
こえ

で言
い

いました。
「ぼく，ロージーがいなくてほんとうにさびしいよ。」

お母
かあ

さんはほほえみましたが，やはり悲
かな

しそうで
した。お母

かあ

さんはジェームズをぎゅっとだきしめま
した。「お母

かあ

さんもよ。」
「またロージーに会

あ

える？」ジェームズがたずねま
した。
「ええ 」とお母

かあ

さんが言
い

いました。「いつかわたし
たちはみんな，またロージーに会

あ

えるわ。」
ジェームズは，ロージーのすがたを思

おも

いうかべて
みました。ちぢれ毛

げ

と小
ちい

さな手
て

のことを考
かんが

えまし
た。ジェームズはロージーが大

だい

好
す

きでした。いつの
日
ひ

かまた会
あ

えると聞
き

いて，うれしく思
おも

いました。で
も今

いま

は，ロージーがいなくなってしまったことを悲
かな

しく思
おも

いました。
数
すう

日
じつ

後
ご

，家
か

庭
てい

の夕
ゆう

べの時
じ

間
かん

になりました。時
とき

々
どき

，
お母

かあ

さんかお父
とう

さんがレッスンをします。おやつを
一
いっ

緒
しょ

に作
つく

ることもあります。でも今
こん

週
しゅう

は，お父
とう

さん
が「ドライブに行

い

こう」と言
い

いました。
お母

かあ

さんが大
おお

きな本
ほん

を手
て

に取
と

ると，3 人
にん

は車
くるま

に乗
の

りました。すぐに，ピンクや赤
あか

や黄
き

色
いろ

のチューリッ
プがさいた庭

にわ

が見
み

えました。それから，いちばん上
うえ

に金
きん

色
いろ

のぞうが立
た

っている，高
たか

くて白
しろ

い建
たて

物
もの

が見
み

え
ました。特

とく

別
べつ

な気
き

持
も

ちがしました。
「ここはどこだか分

わ

かるかい？」お父
とう

さんが聞
き

きま
した。
「神

しん

殿
でん

だ！」ジェームズが言
い

いました。

「そのとおりよ」とお母
かあ

さんが言
い

い
ました。「お父

とう

さんとお母
かあ

さんはここで
結
けっ

婚
こん

したの。」
3 人

にん

は車
くるま

からおりて，ベンチにすわり
ました。お母

かあ

さんが持
も

ってきた本
ほん

を開
ひら

き
ました。神

しん

殿
でん

の写
しゃ

真
しん

が見
み

えました。お母
かあ

さんとお父
とう

さんも写
うつ

っています。お母
かあ

さん
は長

なが

い白
しろ

いドレスを着
き

ていました。
「女

じょ

王
おう

様
さま

みたいだね」と，ジェームズはお母
かあ

さんに
言
い

いました。「神
しん

殿
でん

はお城
しろ

みたいだ。」
お母

かあ

さんはほほえみました。「神
しん

殿
でん

はお城
しろ

よりも
もっと特

とく

別
べつ

な場
ば

所
しょ

なのよ。神
しん

殿
でん

のおかげで，わたし
たちは永

えい

遠
えん

に家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にいられるの。」
お母

かあ

さんはページをめくりました。ジェームズは
男
おとこ

の子
こ

の赤
あか

ちゃんの写
しゃ

真
しん

を指
ゆび

さして，「それ，ぼく？」
とたずねました。
「ええ 」とお母

かあ

さんが言
い

いました。「ほんとうにか
わいい赤

あか

ちゃんだったのよ。永
えい

遠
えん

にあなたと一
いっ

緒
しょ

に
いられることをうれしく思

おも

うわ。」
お母

かあ

さんはまたページをめくりました。ロージー
の写

しゃ

真
しん

がありました。
「ロージーも？」ジェームズがたずねました。
「ロージーもだよ」とお父

とう

さんが言
い

いました。「わ
たしたちが天

てん

に行
い

く時
とき

が来
き

たら，またロージーと
一
いっ

緒
しょ

にいられるんだ。」
「永

えい

遠
えん

に？」とジェームズはたずねました。
「永

えい

遠
えん

に，そしていつも」とお母
かあ

さんは答
こた

えると，
最
さい

後
ご

のページを開
ひら

きま
した。ジェームズはお
父
とう

さん，お母
かあ

さん，ロー
ジーと自

じ

分
ぶん

が一
いっ

緒
しょ

にい
る写

しゃ

真
しん

を見
み

ました。
ジェームズは神

しん

殿
でん

を
見
み

上
あ

げました。ロージーがいないのをさびしく思
おも

いました。でも，家
か

族
ぞく

が永
えい

遠
えん

に一
いっ

緒
しょ

にいられるよう
に天

てん

の御
おん

父
ちち

が道
みち

をそなえてくださったことをうれし
く思

おも

いました。●

ジェームズは神
しん

殿
でん

で 
何
なに

について学
まな

んだでしょうか。

「またロージーに会
あ

える？」
ジェームズがたずねました。
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